
3-1-② 水道用水の約１／４が不安定取水
既に発生している水需要に対応するため、ダムの完成を前提として、河川の水
量が豊かな時にしか取水出来ない暫定豊水水利権として水利用を可能にしてい

ます。利根川・荒川水系では、逼迫する水需要に対し、施設が完成していない等
により、水道用水の約１／４が不安定取水となっており、頻発する渇水の１つのと
なっています。
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■利根川、荒川の水道用水
の安定取水と不安定取水の割合

取水量は利根川、荒川の
合計（約１２３．４m3/s）
H17.3現在 関東地整調べ

安定水利権

→ 月

暫定豊水水利権
③水資源開発施設未完成

②水資源開発施設完成

①年間を通じて安定し

て流れる量


